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福音書からのメッセージ 

 

イエスはこれを聞いて感心し、従っていた

群衆の方を振り向いて言われた。「言って

おくが、イスラエルの中でさえ、わたしは

これほどの信仰を見たことがない。」 

（ルカによる福音書 7 章 9 節） 

 

 

ガリラヤにあるカファルナウムという

町に一人の百人隊長がいました。そして百

人隊長に重んじられている部下が死にか

かっていたということから、物語は始まり

ます。カファルナウムには、すでにイエス

様のうわさが広まっていたことでしょう。

百人隊長はイエス様に、どうにか部下をい

やしてほしいと思います。 

しかし、百人隊長とイエス様の間には、

大きな壁がありました。百人隊長はユダヤ

人ではなかった、いわゆる異邦人だったの

です。当時のユダヤでは、救いはイスラエ

ルから始まると考えられており、また異邦

人と接触すると、汚(けが)れると考えられ

ていました。百人隊長はユダヤ人を愛し、

彼らのために会堂も立てていましたが、彼

らユダヤ人が異邦人をどのように思って

いたのかは、痛いほどわかっていたことで

しょう。だから、百人隊長は二度、人を使

ってイエス様のもとに願いを届けたので

す。なぜ自分で行かなかったのか、その答

えがここにあります。彼は行かなかったの

ではなく、行けなかった。行ってはならな

いことを知っていたのです。 

異邦人である百人隊長は、イエス様の前

に出ることのできない自分を知っていま

した。自分はそのような価値のない人間、

資格のない者、その思いが彼にイエス様の

もとに行くことを思いとどまらせます。し

かし同時に、彼にはわかっていました。今、

自分にはイエス様が必要だということを。

イエス様が

自分に対し

て目を向け

てくれない

と、どうし

ようもなか

ったのです。だから何とかして、イエス様

にその思いを伝えようとしました。 

その思いは、わたしたちにも通じるとこ

ろがあります。わたしたちは本来であれば、

神さまの前に自分の力で立てるような者

ではありません。でも、神さまが必要なこ

とは、他ならぬ自分自身が一番よく知って

いるはずです。だからわたしたちも百人隊

長も、ただ主の憐みを求めて祈り願うので

す。 

イエス様は、百人隊長のその姿勢に対し

ても驚かれましたが、「一言おっしゃって

ください」という百人隊長の言葉も感心さ

れました。彼にはイエス様に対する信頼が

ありました。イエス様の言葉さえあれば、

いま置かれている状況を変えることがで

きる。光を感じることができると心から思

っていたのです。 

聖書はこの百人隊長の思いを「信仰」と

訳しています。この信仰は、わたしたちが

自由に持てるものではなく、神さまの働き

により、イエス様の出来事によって、引き

出されるものなのです。 

「み言葉をください」。その信仰をわた

したち一人一人も持ち、願い求めていく者

となりましょう。 

 

 

桃山基督教会 

〒612-8039 

 京都市伏見区御香宮門前町 184 

℡/Fax 075-611-2790 

メールmomoyama.kyoto@nskk.org 

＜教会ホームページ＞ 

http://momoyama.hannnari.com/ 


